
当社は国連が定めた「持続可能な開発目標 SDGs」の趣旨に賛同し、
石材加工業を通じて持続可能な社会の実現を目指して、下記の取り組
みを実施していくことを宣言します。

宣言日

宣言者

2025年4月1日
有限会社稲久石材産業
代表取締役 稲 川 重 昭

重点的な取組テーマ 取組内容 関連するゴール

伝統産業の継承

 伝統の技術・技法の継承を通じ、石材
加工業の魅⼒を発信し、地場産業の持
続可能性向上に貢献してまいります。

 同業者と連携し、相互協⼒することによ
り、お客さまの多様なニーズに応えてまい
ります。

砕石のリサイクル・
緑化による環境保全

 専門業者との連携を通じて、石材加工
で生じた砕石をリサイクルすることによって、
廃棄物の削減に取り組んでまいります。

 生物多様性を尊重した事業活動として、
植林等の緑化維持を⾏うことによって、
環境保全に努めてまいります。

働きやすい環境づくり・
安全第一の石材加工

 就業規則での差別・ハラスメントの禁止
を明文化し、多様な人材が働きやすい
環境づくりに取り組んでまいります。

 作業時のヘルメットの着用・機械動作開
始時の事前チェックによって、安全第一で
石材加工を⾏ってまいります。

SDGs(Sustainable Development Goals︓持続可能な開発目標)は2015年に国連サ
ミットで採択された、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。
17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない(leave no one 
behind)を誓い、国、地⽅⾃治体、企業、市⺠すべてに⾏動が求められています。


